
　
Ｊ
Ａ
は
６
月
と
７
月
、
各
地
域
の
年
金
受

給
者
友
の
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

７
月
２
日
に
は
、
北
上
市
和
賀
町
の
多
目

的
催
事
場
で
花
巻
地
域
の
大
会
を
開
催
。
16

チ
ー
ム
、
１
１
８
人
が
参
加
し
、
各
チ
ー
ム

が
手
に
汗
握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝
は
谷
内
チ
ー
ム（
東
和
町
）、
準
優
勝
に

は
好
地
チ
ー
ム（
石
鳥
谷
）が
輝
き
ま
し
た
。

　

上
位
の
花
巻
地
域
２
チ
ー
ム
と
北
上
地
域

の
二
子
A
チ
ー
ム（
二
子
）、
西
和
賀
地
域

の
槻
沢
チ
ー
ム（
湯
田
）、
遠
野
地
域
の
釡
石

は
ま
ゆ
り
チ
ー
ム（
釡
石
）と
土
淵
チ
ー
ム

（
遠
野
）の
計
６
チ
ー
ム
は
、
９
月
に
開
か
れ

る「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
岩
手
第
34
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」に
出
場
し
ま
す
。

　

北
上
統
括
部
は
７
月
１
日
、
北
上
警
察
署

の
奥
野
淳
署
長
か
ら
、
大
槌
支
店
は
17
日
、

釡
石
警
察
署
の
仲
谷
千
春
署
長
か
ら
警
察
署

長
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

北
上
統
括
部
は
10
年
以
上
前
か
ら
、
毎
年

６
月
に
反
射
材
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
北
上
警
察
署

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

に
贈
呈
。
今
年
度
は
反
射
材
ス
ト
ラ
ッ
プ
と

反
射
材
シ
ー
ル
合
わ
せ
て
１
５
０
０
個
を
贈

呈
し
、
今
後
も
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

　

大
槌
支
店
は
10
年
以
上
前
か
ら
、
年
に
４

回
ほ
ど
交
通
安
全
立
哨
活
動
を
実
施
。
の
ぼ

り
旗
な
ど
を
持
ち
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

へ
の
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

交
通
事
故
低
減
を
目
指
し
、
今
後
も
継
続
す

る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
７
月
４
日
、
大
槌
町
の「
お
お
つ

ち
子
ど
も
食
堂
」に
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品

や
Ｊ
Ａ
商
品
、
調
味
料
、
菓
子
な
ど
の
食
料

品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
国
際
協
同
組
合
デ
ー
に
合

わ
せ
て
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
た

統
一
活
動
の
一
環
。
６
月
中
旬
か
ら
大
槌
支

店
や
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
だ
ぁ
す
こ
沿
岸
店
で

職
員
や
利
用
者
か
ら
食
料
品
を
募
っ
た
ほ

か
、
鵜
住
居
支
店
や
釡
石
支
店
、
本
店
の
職

員
か
ら
も
募
集
し
ま
し
た
。

　

同
食
堂
を
運
営
す
る
お
お
つ
ち
子
ど
も
食

堂
有
志
の
会
の
東
梅
麻
奈
美
代
表
は「
折
り

紙
も
贈
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
を
思

い
準
備
し
た
こ
と
を
感
じ
た
。
食
料
品
は
大

切
に
使
い
た
い
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

花
巻
商
工
会
議
所
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
は
７
月

21
日
、
花
巻
市
内
の
温
泉
で「
プ
レ
ミ
ア
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
９
」を
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
婚
活
登
録
者
や
組
合
員
、
同
市
に

在
住
・
勤
務
し
て
い
る
20
代
〜
40
代
の
男
女

42
人
が
参
加
。
自
己
紹
介
や
花
巻
に
関
す
る

ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け
た
あ
と
、

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ト
ー
ク
で
和
気
あ

い
あ
い
と
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
ラ
ン
チ
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
フ
リ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
さ
ら
に
距
離
を
縮
め

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
た
く
さ
ん
の
方
と
話
す

こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
り
助
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
７
月
４
日
、
北
上
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
組
合
員
の
つ
ど
い

「
コ
ロ
ッ
ケ
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
」を
開
き

ま
し
た
。

　

昼
と
夜
の
２
回
公
演
を
行
い
、
昼
の
部

１
１
６
１
人
、
夜
の
部
１
０
４
４
人
と
多
く

の
お
客
様
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
の
も
の
ま
ね
レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
３
０
０
種
類
以
上
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
今
回
は
代
表
的
な「
美
川
憲
一
」や「
五
木

ロ
ボ
ッ
ト
」の
ほ
か
、
早
着
替
え
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
全

25
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
の
途
中
に

は
、
歌
い
な
が
ら
客
席
に
降
り
て
、
来
場
者

と
握
手
を
し
て
ま
わ
る
な
ど
、
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
大
迫
町
の
山
口
集
落
は
７
月
12

日
、
花
巻
市
立
亀
ヶ
森
保
育
園
の
園
児
を
招

き
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ほ
場
で
収
穫
祭
を
開

き
ま
し
た
。

　

３
〜
５
歳
児
９
人
が
参
加
。
雨
の
な
か
園

児
た
ち
は
、「
こ
の
実
は
ま
だ
だ
よ
」と
声
を

か
け
あ
い
な
が
ら
、
背
丈
ほ
ど
の
木
か
ら
食

べ
ご
ろ
の
実
を
探
し
て
収
穫
し
ま
し
た
。
収

穫
後
に
は
笑
顔
を
見
せ
て
実
を
頬
張
り
、「
甘

い
」「
お
い
し
い
」と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
味
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
の
影
響
で
長
い
時
間

収
穫
体
験
を
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
事
前
に

集
落
の
住
民
や
花
巻
市
大
迫
総
合
支
所
の
清

水
正
浩
支
所
長
た
ち
が
摘
み
取
り
を
行
い
、

園
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
10
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い

る
企
画
。集
落
の
高
畑
政
博
代
表
は「
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
収
穫
祭
が
恒
例
化
し
て
い
る
。
園
児

の
た
め
に
も
、
自
然
と
触
れ
合
う
こ
の
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ゲートボール大会で健康増進と交流を 　年金受給者友の会

警察署長感謝状を受賞 　北上統括部と大槌支店「助け合いの心」ひとつに 　おおつち子ども食堂に食料品を寄贈

パーティーで交流深める 　花巻商工会議所青年部と共にイベント開催 組合員とのふれあい大切に 　組合員のつどい「コロッケふれあい歌謡ショー」

ぽらーのNEWS地 域 の 話 題 – Topic of  reg ional

花巻地域の大会で優勝した谷内チーム

感謝状を受け取る北上統括
部の小原保信部長（北上）

感謝状を受け取る東部地区
営農センターの佐藤竹彦セ
ンター長（大槌）食料品を受け取り、喜ぶ子どもたち

フリータイムで、自己紹介をしつつ交流を深める参加者たち さまざまなものまねを披露したコロッケさん

おいしいブルーベリーに夢中 　大迫町山口集落「ブルーベリー収穫祭」

雨
の
中
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
す
る
園
児
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